
2

問  

国
会
議
員
が
地
方
の
声
を
国
政
に

届
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
無
く
、
二
院
制
の
本
旨
か
ら
し

て
も
、
１
県
に
１
議
員
を
確
保
す
べ
き

で
あ
り
、
憲
法
改
正
を
視
野
に
国
に
対

し
て
強
く
働
き
か
け
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答  

民
主
主
義
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て

都
道
府
県
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
く
選
挙
制
度
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
憲
法
論

も
含
め
て
知
事
会
な
ど
の
議
論
を
喚
起

問  

地
方
創
生
に
関
し
て
、
国
の
来
年

度
新
型
交
付
金
の
要
求
額
が
１
０
８
０

億
円
で
、
今
年
度
の
１
７
０
０
億
円
に

も
及
ば
ず
全
く
不
十
分
だ
。
政
府
機
関

の
地
方
移
転
も
極
め
て
消
極
的
で
、
国

の
本
気
度
を
疑
う
。
か
つ
て
の
「
闘
う

知
事
会
」
の
よ
う
な
活
動
を
す
べ
き
。

答  

全
国
知
事
会
と
石
破
大
臣
が
少
々

バ
ト
ル
モ
ー
ド
だ
。
知
事
会
側
は
１
０

８
０
億
円
で
は
足
り
ず
拡
大
す
べ
き
だ

と
。
頑
張
り
始
め
た
市
町
村
の
灯
を
消

さ
ぬ
よ
う
に
、
財
源
確
保
へ
知
事
会
と

し
て
闘
う
姿
勢
で
や
っ
て
い
く
。
本
県

は
統
計
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
移
転
を
求
め

問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
本
県
の
農
業
に
と
っ
て

大
変
な
ピ
ン
チ
だ
が
、
高
付
加
価
値
化

に
よ
り
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
農
業
活
力
増
進
プ
ラ
ン
を

羅
針
盤
に
、ど
の
様
に
対
応
す
る
の
か
、

知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答  

影
響
は
あ
る
程
度
受
け
る
と
思

問 

地
方
創
生
に
係
る
市
町
村
の
新
型

交
付
金
申
請
が
、
不
採
択
だ
っ
た
取
り

組
み
の
内
、
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
寄
与
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
県

単
独
で
も
支
援
す
る
の
か
、
知
事
の
所

見
を
伺
う
。

答 

県
も
後
見
役
と
し
て
市
町
村
の
地

方
創
生
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
県
の

役
割
も
果
た
す
と
こ
ろ
は
果
た
し
て
参

り
た
い
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
都
道
府
県
移
管

の
検
討
が
始
ま
る
よ
う
だ
が
、
こ
う
し

た
動
き
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

答 
石
破
大
臣
の
賛
同
も
得
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
秋
が
勝
負
ど
こ
ろ
だ
と
思
う

の
で
、
し
っ
か
り
と
主
張
し
た
い
。

問 

新
駅
ビ
ル
の
整
備
に
つ
い
て
、
１
・

２
階
を
Ｊ
Ｒ
、
３
・
４
階
を
米
子
市
と

野坂　道明 議員

選挙区 米子市

興治　英夫 議員

選挙区 倉吉市

合
区
問
題
に
つ
い
て

地
方
創
生
、
国
は
本
気
か

骨
太
方
針
と
地
方
創
生

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
と
対
応	

市
町
村
へ
の
支
援

政
府
機
関
の
地
方
移
転

米
子
駅
南
北
一
体
化
事
業

　

９
月
定
例
会
で
は
、
野
坂
道
明
議
員

（
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党
）、
興
治
英

夫
議
員
（
鳥
取
県
議
会
民
主
党
）
が
、

県
行
財
政
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
会

派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

鳥
取
県
議
会
民
主
党

問  

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を
地
方
ま

で
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
も
、
地
方

の
財
政
需
要
を
地
方
財
政
計
画
に
的
確

に
反
映
し
、
地
方
一
般
財
源
の
総
額
を

確
保
す
る
事
が
、
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
て
国
の
責
務
だ
と
思
う
が
、
知
事

の
所
見
を
伺
う
。

答  

地
方
創
生
を
進
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
新
型
交
付
金
は
額
も
限
ら
れ
て
お

り
、
一
般
財
源
総
額
の
方
が
大
切
で
あ

る
。
新
型
交
付
金
も
上
手
に
活
用
し
な

が
ら
、
行
財
政
改
革
努
力
も
あ
わ
せ
て

や
る
べ
き
事
に
は
挑
戦
を
し
て
い
く
姿

勢
が
大
事
だ
と
思
う
。

う
が
、
大
切
な
事
は
い
か
に
競
争
力
を

高
め
る
か
で
あ
り
、
農
業
活
力
増
進
プ

ラ
ン
を
前
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
低

コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
導
入
等
、
戦
略
的
な

活
力
増
進
プ
ラ
ン
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

し
て
ま
い
り
た
い
。

県
で
受
け
持
つ
と
仄
聞
し
て
い
る
が
、

ど
の
様
な
機
関
の
入
居
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答 

Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
は
現
行
の
物
販
と

飲
食
、
米
子
市
は
市
民
が
集
え
る
よ
う

な
機
能
、
鳥
取
県
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
を
検
討
し
て
い
る
。



3 ※ＫＰＩ・・・�「重要目標達成指標」組織が一定の目標を達成するため、目標に向かってのプロセスが
順調に進んでいるかどうかを点検する最も重要な指標

問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
畜
産
、
酪
農
へ
の
影
響

が
大
き
い
。
十
分
な
対
策
が
必
要
だ
。

答  

乳
用
牛
へ
の
和
牛
の
受
精
卵
移
植

や
経
営
転
換
な
ど
の
支
援
を
考
え
る
。

酪
農
は
５
０
０
頭
規
模
の
農
場
を
作
る

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
支
援
を
進
め
た
い
。

問 

和
牛
、
き
ぬ
む
す
め
、
し
い
た
け

な
ど
の
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と
も
に

食
材
を
使
っ
た
料
理
の
開
発
・
普
及
を
。

答  

来
年
度
予
算
の
中
で
、
鳥
取
の
名

物
料
理
を
応
援
す
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
考
え
て
み
た
い
。

問 

中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
農
地
の
集
積
率
に
応
じ
て
農

家
負
担
を
最
大
ゼ
ロ
に
で
き
る
制
度
を

周
知
す
る
べ
き
だ
。
集
落
で
の
農
業
の

将
来
像
を
描
く
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成

に
、
県
の
関
与
を
強
め
る
べ
き
だ
。

答  

各
方
面
に
周
知
し
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
っ
た

の
は
２
２
１
集
落
で
、
全
集
落
の
14
％

だ
。
１
０
０
の
重
点
集
落
を
設
定
し
、

問 

県
民
の
が
ん
死
亡
率
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
３
位
。
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
、

喫
煙
、
飲
酒
、
野
菜
摂
取
量
、
一
日
の

歩
数
な
ど
健
康
指
標
も
総
じ
て
悪
い
。

健
康
寿
命
全
国
１
位
な
ど
の
目
標
を
掲

げ
、全
市
町
村
で
地
域
医
療
保
健
活
動
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
強
め
る
べ
き
。

答 

特
に
男
性
で
肝
臓
が
ん
、
胃
が
ん
、

肺
が
ん
の
死
亡
率
が
高
い
。
が
ん
検
診

受
診
率
向
上
対
策
に
さ
ら
に
取
り
組

む
。
身
近
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
、
健
康
づ
く

り
が
大
事
だ
。
市
町
村
や
大
学
、
医
師

会
な
ど
関
係
者
の
力
を
結
集
し
て
、
集

落
や
地
域
に
入
り
込
ん
で
県
民
一
丸
と

な
る
よ
う
な
行
動
計
画
を
、
新
年
度
に

向
け
て
作
っ
て
実
践
し
て
い
き
た
い
。

問 

地
域
医
療
構
想
策
定
に
関
し
て
、

国
は
１
５
０
０
床
の
病
床
削
減
目
標
を

示
し
た
が
、
県
の
将
来
予
測
で
は
医
療

需
要
は
伸
び
、
現
状
よ
り
多
く
必
要
。
一

方
、
在
宅
医
療
の
体
制
整
備
も
必
要
だ
。

答 

国
に
は
現
場
を
よ
く
見
て
く
れ
と

言
っ
て
い
る
。
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
構
想
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
在
宅

医
療
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
足
り
な
い
。
体
制
整
備
へ
医

療
関
係
者
等
と
話
し
合
っ
て
み
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
林
業
振
興

地
域
医
療
と
健
康
づ
く
り

花
御
所
柿
の

ブ
ラ
ン
ド
化

外
来
生
物
対
策

更
な
る
促
進
を

 

福
田 

俊
史 

議
員

選
挙
区  

八
頭
郡　
会
派  

自
由
民
主
党

 

前
田
八
壽
彦 

議
員

選
挙
区  

鳥
取
市　
会
派  

自
由
民
主
党

問 

県
で
は
地
方
創
生
に
向
け
て
の
県

版
総
合
戦
略
の
中
で
食
の
み
や
こ
鳥
取

の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
を
大
き
く
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
機
に
鳥
取
県
の
隠
れ
た

逸
品
で
あ
り
日
本
一
の
甘
柿
で
あ
る
花

御
所
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
み
て

は
ど
う
か
と
思
う
が
知
事
の
所
見
は
？

答 
花
御
所
柿
は
糖
度
が
非
常
に
高
く

果
肉
も
緻
密
、
見
栄
え
も
大
き
さ
も
他

の
柿
に
な
い
特
徴
が
あ
る
。
御
所
柿
の

一
種
と
し
て
売
り
込
む
よ
り
新
品
種
と

し
て
売
り
込
ん
だ
方
が
新
規
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
花
御
所
柿
も
ブ
ラ
ン

ド
化
に
結
び
つ
け
た
い
と
思
う
。

問 

生
態
系
や
人
間
活
動
の
影
響
が
大

き
い
日
本
の
侵
略
的
外
来
種
１
０
０

種
の
う
ち
特
定
外
来
種
が
10
種
、
そ

れ
以
外
の
外
来
生
物
が
36
種
、
県
内

で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

答 

外
来
生
物
対
策
は
前
田
議
員
の
質

問
も
あ
り
意
識
改
革
や
施
策
を
推
進
し

て
き
た
。
今
年
と
来
年
で
生
物
多
様
性

基
本
法
に
基
づ
く
地
域
戦
略
を
策
定
す

る
。
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
為
の
緩

や
か
な
戦
略
と
外
来
生
物
に
対
す
る
厳

し
い
規
制
も
盛
り
込
み
な
が
ら
戦
略
を

ま
と
め
る
方
向
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の

柱
で
戦
略
づ
く
り
に
舵
を
切
り
た
い
。

一
般
質
問

　

９
月
定
例
会
で
は
、
28
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
紙
で
は
、
各

議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
質
問
と
答
弁

の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
議
事

録
の
全
文
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 

会
派
正
式
名
称

自
由
民
主
党
…
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

民　

主　

党
…
鳥
取
県
議
会
民
主
党

希の
　
　
　
ぞ
　
　
　
み望
…
鳥
取
県
議
会
会
派
希の

ぞ
み望

公　

明　

党
…
公
明
党
鳥
取
県
議
会
議
員
団

共　

産　

党
…
日
本
共
産
党
鳥
取
県
議
会
議
員
団

て
い
る
が
、国
の
対
応
は
冷
淡
だ
っ
た
。

石
破
大
臣
に
も
申
し
上
げ
て
い
く
。

問  
県
の
総
合
戦
略
は
、
人
口
が
減
る

中
山
間
地
で
の
達
成
目
標
が
少
な
い
。

答  

中
山
間
地
の
振
興
に
つ
い
て
は
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
※
）
等
を
も
う
一
度
精
査
し
て
加

え
る
べ
き
は
加
え
る
方
向
で
検
討
す
る
。

市
町
村
、
農
協
等
と
推
進
す
る
。


